
【研究ノート】

授業における人材開発過程の質的研究（４）
人材開発論の受講生の TEA図とレポートを中心として

加 藤 雄 士

要 旨

本研究は，大学院の人材開発論の授業における人材開発過程の質的研究を目的と

する。人材開発過程のメタ学習を目的として 8人の受講生に作成させた TEA図と

レポートの抜粋を紹介し，それらをもとに比較考察する。フラクタル心理学を活用

した人材開発により，親子関係をふりかえり，両親の見方や家族関係が変化した受

講生の様子などを考察した。

Ⅰ は じ め に

本稿は，会計大学院の人材開発論の授業における受講生の人材開発過程を質的に研究す

るものである。具体的には，2019年度の受講生 6 人を対象とした研究（加藤，2020a，

2020b），2020年度の受講生 6人を対象とした研究（加藤，2021）を踏襲し，2021年度の

受講生 9人のうち掲載許可の得られた 8人が作成した人材開発過程の TEA（複線径路等

至性アプローチ：Trajectory Equifinality Approach）1）図とレポートを抜粋して紹介し，比

較考察する。結論を先取りするようだが，本年度の授業では，ゲスト講師の一色真宇から

の助言に刺激をうけて， 6人以上の受講生が家族との関係を深くふりかえり， 2人の受講

生は家族関係が大きく変化したことが確認できた。また，家族への接し方が変化した受講

生も複数いた。さらに，受講生の人材開発に対する取り組みは，受講生のその時点での

「アダルト脳」の成長度合いにより，大きく差が出るという点も考察できた。

Ⅱ 人材開発論の授業の内容と進め方

本章では，本授業の受講生，講師，授業の意図，内容，方法，回数，進め方，テキスト，

課題などについて紹介する。
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１ 本授業の受講生，講師，授業の意図

今回の人材開発論の授業は，2021年に関西学院大学経営戦略研究科会計大学院において，

9人の受講生に対して行われた。当該科目を担当した筆者に加え，第 2， 4， 7回の授業

には，ゲスト講師の一色真宇（フラクタル心理学開発者）も登壇した。本授業は，受講生

自身の体験を通して，人材開発のプロセスとその本質，および自己開発こそ他者開発につ

ながることを理解させることを意図しており，フラクタル心理学を中心に授業を進めた。

２ 本授業の授業内容，方法と回数

シラバスに掲載された本授業の授業目的，到達目標，授業方法などは2019～2020年度の

ものと同じ（加藤，2020b参照）である。また，本授業は，全 7回（ 1回200分の授業，

土曜日13時20分～16時40分）全てオンライン授業（オンライン会議ソフトである Zoomを

活用）で行われた。各回の授業は以下のように進行した。録画した補講授業（合計約260

分）も提供した（図表 1参照）。

図表 1 各回（本授業は 1回200分）および補講動画の内容

設定回数 年月日 主な講義の内容

1回目 2021年 6 月 5 日
シラバスの説明，受講生の自己紹介，過去の受講生の TEA図の解説，フラクタル心

理学の理論的考察，一色先生の紹介

2回目 2021年 6 月19日
（ゲスト講師 一色真宇による授業）

グループ・カウンセリング，テキスト（基本的な考え方，基本講義①－1～4）

3回目 2021年 6 月26日
意味付け，昨年の受講生の TEA図解説，テキスト（基本講義①－4～7），誘導瞑想

（言うことを聞いてくれない）

補講動画 2021年 6 月26日
（60分）テキスト（基本講義①－8～12），フラクタル心理学の理論的考察，誘導瞑想

（言うことを聞いてくれない）

4回目 2021年 7 月 3 日

（ゲスト講師 一色真宇による授業）

グループカウンセリング，テキスト（基本講義②－1，2），誘導瞑想（能力を増やす），

質疑応答

補講動画 2021年 7 月 4 日
（80分）過去の受講生の TEA図，テキスト（基本講義②－3，4），成功者の「思考法」，

内観法の解説，TEA図の作成法

補講動画 2021年 7 月 8 日
（40分）フラクタル心理学（マンデルブロウ集合），人材開発構造解説，テキスト（基

本講義②－5，6）

5回目 2021年 7 月10日 自主グループ・ワーク（ 3人 1組で相互インタビューを実施し，TEA図を作成する）

6回目 2021年 7 月17日 テキスト（基本講義②－7～9），誘導瞑想（～された）

補講動画 2021年 7 月19日 （80分）誘導瞑想（信じ込み）

7回目 2021年 7 月24日
（ゲスト講師 一色真宇による授業）

グループカウンセリング，テキスト（基本講義②－10～12），LDP

３ 授業の進め方，テキスト，課題，TEA図とレポート

本授業は主に筆者がテキストを使って授業を担当し，ゲスト講師の一色は主にグループ

カウンセリングを中心に授業を進めた。 3～ 7回目の授業は誘導瞑想のエクササイズが行
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われた2）。授業と授業の間には毎回の授業についてのアンケートを LUNA3）に投稿するこ

と（講師および全受講生宛てに）を求めた。アンケートの質問は，2019年度のもの（加藤

2020b参照）と類似した内容であった。授業終了後には，本人と他の受講生（任意で 1人

を選ぶ）の 2枚の TEA図を作成させ，それらをもとにレポートを執筆させた。

Ⅲ 受講生の TEA図とレポートの抜粋からの考察

本章では，掲載の許可を得られた受講生 8 人が作成した TEA図とレポートの抜粋4）を

紹介し，考察する。

１ 受講生 Aの TEA図とレポートからの考察

受講生Ａ（50代，社会人）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

過去を変えること＝マネジメント？ 過去は変えられる 自分が変わると周りも変わる 対部下・対同僚へも応用したい

部下の教育・指示，
他部署との協同作業など

ビジネスマネジメントへの応用

周りの協力が必要な難しい
職務も苦手意識がなくこなせて，

達成感も得た

修正文を繰り返すたびに
良い方向に行く

親に対する悪い法（～べき等）
を徹底的に排除する

夫婦関係・娘達との関係が
良好に感じるようになった

「いつもいつもはない」
「～べきはない」「すぐ動け」等の

いくつかの修正文を随時
実践することで私生活上の

長年の悩みは消えた

チャイルドの修正で親に対する
感情が良好になる

（修正文は効果がある！）

過去を変えるなんて
可能なのか？

部下が言うことを
聞いてくれない

部内をマネジメントする
スキルを身につけたい

部下の反発に悩む

人材マネジメントと
関係ありそうなので

興味を持つ

人材開発論を受講する

多少違和感はあったが，
素直に親との過去の関係，

現在の関係を顧みる

一色先生から過去に
親の言うことを聞かなかったから

他人が動かないとの指摘

過去は変えられる，という
一色先生の言葉が気になって，
過去を変えれるものなら変えたい，

体験してみたいと思う

子供の頃の親が「いつも」
してくれなかったという過去が間
違いとの指摘に衝撃を受け，

修正文に取り入れる

修正文を徹底して繰り返す

してくれたことばかりが
思い描けるようになった。

親に感謝と申し訳ない気持ち
でいっぱいになった

職場の人間関係もよくなり，
他部署に指示・依頼を出したり，

依頼を断ったりするのにも
迷わなくなった

誘導瞑想修正文を繰り返し唱え，
チャイルドを叱り続ける。

図表 2 受講生 Aの TEA図

第 1期
受講するまでの時期

第 2期
問題を自覚（第 1回～ 2回）

第 3期
学びの実践（第 3回～ 4回）

第 4期
変化の兆し（第 5回～ 6回）

第 5期
更なる変化（第 7回～）

信
念
・

価
値
観

第
三
層

促
進
的

記
号

第
二
層

行
動
・
思
い

第
一
層

BFP3

EFPBFP4BFP2BFP1

他人も自分もマネジメント
できない自分のまま働いていく

修正文を続けず，親への依存や
自分のチャイルドに気づかない

人材開発論を受講しない 指導に従わない 修正文を実践・応用しない

P-EFP
かなり厳しい先
生であるとの他
者からの忠告
（SD1）

他の講義と
の時間分配
（SD2）

知
覚
さ
れ
た

環
境
要
因

加藤先生か
らの薦め
（SG1）

娘達が親を手伝うようになった。
娘達や妻が勉強のことや将来
の事などの相談をしてくるように

なった（SG6）

自部署のスタッフのみならず，関連
部署のスタッフも率先してアイディア
を出し手伝ってくれるようになった

（SG7）

実家に帰る回
数を増やして
家族に喜ばれ
る（SG5）

一色先生か
らの指摘
（SG3）

一色先生
からの
指摘

（SG4）

一色先生から
いきなり修正文
を頂く（SG2）

非可逆的時間

⑴ 第 1期（受講するまでの時期），第 2期（受講を始めてから，問題を自覚する期）

私は，思ったように部下や他部署のスタッフが動いてくれないという悩みを抱えており，

何かの「解」を期待して履修登録した。一色先生の「過去は変えられる」という言葉の意

味と方法を知りたいと思っていた。長年，何かうまくいかないことがあると，親が「い
�

つ
�

も
�

い
�

つ
�

も
�

こうしてくれなかった」，「こうしてくれればよかったのに」といった感情に襲わ
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れる悩みを抱えていた。一色先生は，私が少し話をしただけなのに，「親の言うことを聞

けなかったから，人が動かないのです」と言い，いきなり修正文をくださった。多少違和

感があったが，素直に言うことを聞いてみようと思った。

⑵ 第 3期 （学びの実践期）

ある授業で，加藤先生が言った「いつもいつも」は「ない」という言葉が，私の心に刺

さった。今までの私は，「い
�

つ
�

も
�

親父はいいアドバイスをくれなかった」，「い
�

つ
�

も
�

母親は

分かってくれなかった」というように，「い
�

つ
�

も
�

～してくれなかった」という怒涛のよう

な過去の思いによく襲われた。例えば，仕事の手が空くと，頭の中が昔の人生の岐路・選

択の記憶に襲われ，それを親のせいにすることがあった。「なんで〇〇大学を勧めてくれ

なかったのだろう」とか，「なんで□□会社みたいな会社に入社するのを止めてくれな

かったのだろう」とか，「い
�

つ
�

も
�

い
�

つ
�

も
�

つまらない方向にアドバイスしてわたしの足を

引っぱるのだ」という恐ろしく幼稚な恨み，つらみである。が，その言葉を聞いて，魔法

のように氷解するのを感じた。早速，「い
�

つ
�

も
�

い
�

つ
�

も
�

～ない」じゃないどころか，「い
�

つ
�

も
�

い
�

つ
�

も
�

～してくれた」というのを修正文として取り入れ，ちょっと嫌な思い出が想起され

るたびに一つ覚えのように唱えるようにした。最初は一日に何回も唱えないといけなかっ

た。修正文を唱えることで，両親がい
�

つ
�

も
�

わたしに選択をさせ，好きなようにさせてくれ

たことが思い起こされた。記憶をたどると父親が堅実な会社を勧めてくれたのに，転職す

る羽目になったのも自分のせいであった。そんな私を両親は小さい子供の頃と変わらず受

け入れて再起させてくれた。一週間もしないうちに，してくれたことばかりが思い出され

るようになり，親に対して感謝と申し訳ない気持ちでいっぱいになった。これが「過去は

変えられる」ということなのかと会得した思いがあった。今では，親のことを考えたり，

親に会ったりすると，色々してくれた過去が思い出される。つまり，過去は変わったので

ある。

⑶ 第 4期（変化の兆しの期），第 5期（更なる変化，マネジメントへの応用の期）

過去の修正に加え，親に対する「親は子供のために完璧な判断をしてアドバイスしない

といけない」とか「親夫婦が仲の良いところを見せなくてはいけない」といった「法」を

徹底的に排除することにした。これにより，不思議と親との関係だけでなく，夫婦関係，

子供達との関係も良好になった。「い
�

つ
�

も
�

い
�

つ
�

も
�

はない」，「～べきはない」，「すぐ動け」

等の修正文を繰り返すことでイライラしなくなり，私生活上の悩みは著しく改善された。

私生活上の問題が片付いたが，本来の目的であった仕事上の関係者への応用が残ってい

た。これに関しては，「やりたくない仕事を後回しにしない」，「結果と達成感にこだわる」，
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「言葉でなく行動が大事」ということ（一色先生と加藤先生の言葉からの気づき）を意識

して修正文を実行した結果のせいか，職場の人間関係も良くなっていった。修正文の効果

かもしれない。自分で率先して，部下や他部署に指示・依頼を出したり，他部署からの依

頼を他に廻したりといったことが躊躇なくできるようになった。その結果，難しい仕事も

ポジティブに取り組めるようになった。

２ 受講生 Bの TEA図とレポート

受講生Ｂ（40代，社会人）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

あまえている自分との出会い 問題の本質への気づき 中途半端な自分への気づき 本当は動きたかった
働きたかったと知る

一色先生の指摘の鋭さに衝撃，
今までの自己啓発とは一線を画

する指摘に感動する

自分への諦め・自己嫌悪

自分を成長させたい
内省上位で活発性がない
自分を変えたい／好奇心

論文集で加藤先生の
論文に出合い興味再燃

Fさんとの出会い，
履修登録

税理士（やりたくないことをやり
切った人）と自分（頑張ったこと

がない人）との壁を知る

母（仕事人間）と自分
（家庭と仕事を両立する

人間）との葛藤

「自由好きのかまってほしい人」と
いう一色先生の指摘に
図星をつかれた思い

やりたくないもないことをコツコツ
頑張ることができる人が

素晴らしいという価値観に気づく

働きすぎる母を
言い訳にしていた

母は自分の投影だと気が付く

ジョブ型への希望をしたら
「大切な人材だから
考え直すよう」言われる

私にとって楽なことは，税理士に
とって大変なことらしい，

ということを知る

悩みが消える
楽しいことを頑張っても

成果が上がる

母との関係は本質的には未解決

IBAに入ってすぐ，
コーチングの授業はないかと

探し，加藤先生の
名前を見つける

税理士集団（プロ）と
自分（デザインチーム）との

壁を知る

個別化や着想を活かした仕事は
誰より頑張れると自己分析

中間子の誘導瞑想を繰り返す

頑張るか自由にするか，
選ばなければと思い始める

誘導瞑想に力を入れ始める
朝・夜2回，

チャイルドと語り合う

忙しかった母親に
甘えたかったのかもしれないという

気づき
苦手なことを

わざわざ選んで頑張ってきた

得意を伸ばそうと考え直す
これまでは得意な仕事は楽なので，
受けてはいけないと思っていた

修正文をひたすら繰り返す。
「すぐやれ，いますぐやれ。」

得意な仕事（楽な仕事）
を積極的に引き受ける

副業のお誘い，講演依頼を
受けてみる

苦労しなければ幸せになれないという
法に疑問

図表 3 受講生 Bの TEA図

受講前（加藤先生のファン） 5講・6講
（内在する問題の発見）

7講～講義終了後
（気付きと発見）

1講・2講（周囲への違和感） 3講・4講（自分への違和感）

信
念
・

価
値
観

第
三
層

促
進

的
記
号

第
二
層

行
動
・
思
い

第
一
層

BFP5

EFP

BFP2BFP1

BFP3 P-EFP

BFP4

課題研究を優先して投げ出す 周りに自分の姿を重ねない 周囲の人に期待して，動いてくれないと嘆く人材開発論を履修しない

知
覚
さ
れ
た

環
境
要
因

見たくなかった
思いを知る
（SD3）

同期からの
ネガティブな意見

（SD1）

母との関係を思
い出し辛くなる

（SD3） 一色先生のFさんへの
指摘「取引をしている」

（SG4）

一色先生からの
修正文をいただく

（SG2）

人材開発論を発見
（SG1）

受講生からの
励まし

（SG3）

私は子供の頃，母から「汚い」と言われた記憶を持っています。この言葉は，私自身に

対してではなく，私が汚してしまった服を見て彼女が反応的に発したものです。ただ，あ

まりの態度に驚き，もともと好きでもなかった母を完全に嫌うようになりました。母が働

いて稼いだお金を私たちのためにたくさん使ってくれていたことは知っていました。彼女

が貧しい家の出で，学校に行きたくても行けなかったことも祖母から聞いていました。祖

母はいつも「ばあちゃんは，お母さんを学校に行かせてやれんかったけど，お母さんはあ

なたたちを学校に行かせてあげて偉い」と言っており，働いてお金を稼ぐのは彼女なりの

愛情表現だとも分かっていました。でも，運動会にも来ない，私自身の結婚式の日程も

「その日は仕事だから変更して」などと言う仕事の鬼たる母を見て，「何もそこまで働かな
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くても」という思いも抱えていました。お金はありがたいけれども，子供を最優先にすべ

きだろうという思いを募らせて成長しました。「こんな母親は嫌だな」，「私は子供を持っ

たら，家に入れるお母さんになりたい」という思いを抱えていました。

その一方で，「親を嫌うのは良くない」という私の「法」もあり，「好きにならねば」と

苦しみ続けました。小さな娘を見るたび，「よくもまあ，こんなに小さな子を預けっぱな

しにして働くことを優先し続けたな」と苦しみが募りました。私は，会社にも娘を連れて

いき，母乳で育てました。出張の際は，娘が 2歳になるまでは出張先の近くの託児所に預

け，仕事が終わると一緒に帰って来るということを繰り返していました。私は母とは違う

子育てをしながら（反発をしつつ），母のことを好きにならねばと苦しみました。

そんなことを繰り返し行っている時期が長く，とうとう鬱になってしまいました。医師

から「親だからといって大好きになる必要はないのではないか」という助言を受け，そう

思うようにしました。子供が 2人になってからは，ハイペースで働くことができなくなり，

仕事をセーブし，ゆったり働きつつキャリアも捨てないという「ゆるキャリ」を目指すこ

とにしました。母のことは，許すのではなく，心の中で捨てることにしました。そうする

と鬱的な症状はなくなり，少し落ち着くことができました。けれども，フラクタル心理学

では親に感謝の電話をしなければいけないようなことを言われますので，私はまた苦しみ

の中に突き落とされてしまいました。ようやく手に入れた私の心の安寧がまた壊されてし

まったような感じでした。私にとって「母を好きになること」は苦しいことでした。

また，授業で高齢者虐待や子どもの虐待に興味があると言ったとき，「働かざるもの食

うべからずという思想があって，あなたは，それができていないから，この問題が気にな

るのよ」と一色先生は指摘されました。愕然としました。そういえば母は，かなり稼ぐ人

で，私はそれができておらず，引け目を感じていました。その想いが私に，「高齢者や子

供を救え」とおこがましい思いをもたせていたのでしょう。

「母のことを好きにならないといけないけれどできない」とか，「忙しすぎた母が嫌。

子供たちに，かわいそうな自分のように感じさせたくないから，在宅ワーカーを選んでい

る」という理由で私はとじこもっていました。そのくせ，「本当は活躍できるのに」と

思っていました。「わがままな中間子」という一色先生の指摘も，私には刺さりました。

そのとおりです。そもそも子供たちはもう14歳と 9歳です。私が働きに出ても問題ないの

です。母の至らなかった点にだけ焦点を当て，深層意識の言い訳を作り出していました。

今回の授業を受けて考え抜いた結果，とにかく先に行動をしようという思いに至って涙を

流しました。一色先生から，「かまってほしい」けど「自由が好きな中間子」という指摘

を受けて，覚悟が決まった感じです。行動していたら思わぬことが次々と起きています。

94



３ 受講生 Cの TEA図とレポートからの考察

受講生Ｃ（20代，純学生）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

私は両親から無償の愛を得られなかった不幸な人間である
私は親の愛を認めたくないだけ
親が子どもを愛していない訳がない

私は両親にとても愛され，
大事に育ててもらった

素敵な両親と弟という
最高の家庭に感謝

会計士試験勉強に
真剣に取り組む

税理士の父親の性格，
事務所内の空気を変えたい，

変わってほしいと思う

父がうるさいから会計士を目指すしかない

父は私を会計士にして事務所を継がせたいだけ
自分のことしか考えていない

父は私のためを思って
会計士という職業を

勧めてくれたのかもしれない

掲示板で少しずつ自己開示する

従来から悩んでいた
自分の依存体質を

一色先生に自己開示する

将来自分が父の
会計事務所を継いだ場合，
人材開発スキルは必須

講義内での受講生への
加藤先生の言葉・フラクタル
心理学に大きな抵抗を感じる

「フラクタル心理学のすべてを鵜呑
みにするのはやめ，美味しいとこ取り

すればいいか，と受講を決意

一色先生に出会い，フラクタル
心理学に魅力を感じ始める

他の受講生のように，自己開示す
ればよかったと後悔する

父は私がどんな道を歩もうとも，
きっと応援してくれる

誘導瞑想により，怠惰で傲慢で，
他力本願なチャイルドに気づく

補講動画により，
常に被害者ぶって同情を欲して

いたチャイルドに気づく

自分のチャイルドによって
両親に多大な迷惑を
かけていたと気づく

涙を流し
両親に謝罪と感謝を伝え，

弟に謝罪する

父の期待，他の受講生の
応援にも応えるべく，絶対に
会計士にならなければ！

両親に対する
尊敬の念が深まる

家族の雰囲気が暖かくなる
家族間の口論・衝突が減る

一刻も早く父の力になりたい
会計士に早く受からなければ！

と思う

依存体質の原因は
親に思い通りに動けと
思っているためだと

一色先生に指摘される

依存体質を克服するために
誘導瞑想と講義の復習を

繰り返し行う

人材開発論を受講する

図表 4 受講生 Cの TEA図

第1期
受講するまでの時期

第2期
発見（第1回～2回）

第3期
自己開示（第3回～4回）

第4期
気づき（第5回～6回）

第5期
修正（第7回～）

信
念
・

価
値
観

第
三
層

促
進
的

記
号

第
二
層

行
動
・
思
い

第
一
層

BFP1

BFP4

EFPBFP2
BFP3

P-EFP
自己開示しようとも思わず，
講義で取り残されてしまう

人材開発論を受講しない
講義の復習，

誘導瞑想を行わない
家族への謝罪を
しないまま過ごす

家族間不和のまま会計士試験にも
身が入らない日 を々過ごす

（SD1）
仕事の愚痴を
毎日こぼし，
家業を手伝え

という父

（SD2）
弟との頻繫
な衝突，

家族間不和

（SD4）
体調
不良

（発熱，
生理
痛）

（SD3）
フラクタル心
理学のネガ
ティブなネット

の書込

知
覚
さ
れ
た

環
境
要
因

（SG1）
他の

受講生
の自己
開示

（SG3）
一色先生
に問題点
を指摘して

もらう

（SG4）
「娘を神様の
ように思ってい
る」という受講

生の発言

（SG7）
オリンピック
選手の血の
滲むような
努力を見る

（SG8）
掲示板上
の受講生
から励まし
の言葉

（SG2）稲盛和夫
「心。」を母から紹
介される。「人生の
すべては自分の心
が映し出す。」

（SG5）
グループでの
TEA図作成に
よるモチベー
ションアップ

（SG6）他の受
講生の「あなたは
ご両親にとって，い
るだけでいい存
在」という返信

非可逆的時間

⑴ 第 1期（人材開発論を受講するまでの時期），第 2期（第 1， 2回目）

将来自分が父の事務所を継ぐと考えた時に，人材開発（他人や部下を開発するスキル）

は自分に間違いなく必要なものであると思い，履修登録に至った。第 1回目の加藤先生の

授業は，共感できたり，興味深く拝聴できた反面，大きな抵抗を感じた部分があった。あ

る受講生の悩みに対して，「それはあなたの投影なんですよ」と先生は言った。その一言

に私は大きな抵抗感を覚えた。その受講生の職場の環境も，その悩みの種である職員のこ

とを何も聞こうとも知ろうともせず，そのように決めつけの言葉で片付けるのは，あまり

にも軽率，その受講生に対しても失礼ではないだろうか。このような抵抗感を強く感じ，

憤慨している自分がいた。

第 2回目の授業では，一色先生が受講生の悩みなどを聞いてくれる機会があった。私は，

初対面の一色先生に対して緊張し，自己開示する気になれなかったため，当たり障りのな

いことしか話すことができなかった。その一方で，悩みや自分の状況をしっかりと自己開

示した受講生は先生から様々な指摘や解決策を提示してもらっていた。これを見て，授業

の終盤，「私ももっと自己開示していれば」と心の底から後悔した。
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⑵ 第 3期（第 3， 4回目），第 4期（第 5， 6回目）

「この場は安心，何でも話そう」という感覚が確固たるものとなり，ついに第 4回目の

授業で，自分が長い間悩んでいた依存体質について一色先生に自己開示することができた。

授業後，一色先生から受講生一人ひとりに合った誘導瞑想の動画が複数提示された。その

一つである「他力本願をやめる」という誘導瞑想を寝る前に毎晩聴いた。また，この授業

で一色先生が私にアドバイスしてくださっている箇所を日常生活の隙間時間に10回以上繰

り返し聴いた。第 4回目の授業では他の受講生もさらに深く自己開示し，受講生の一人が

「娘のことを神様のように思っているんです。」と打ち明けた言葉が，私に突き刺さった。

この話を聞いて，父が今まで何度も何度も私が生まれた時の話をしてくれていたことを思

い出した。父はいつも「お前が生まれた時は感動して，嬉しくて，涙が出た。」と話して

くれていた。父も，母も，もしかしたら私のことを神様のように思ってくれているのでは

ないのだろうかと考えると，授業中にもかかわらず涙がこぼれそうになった。この受講生

のお話は，長い間，悩みの種であった家族間不和を解消するのに大きな影響を及ぼした。

第 4期（第 5，第 6回目）中は誘導瞑想を繰り返し行い，「わがままな家族に苦しんで，

解決法が見つからないあなたに捧ぐ誘導瞑想」の動画も聴いてみた。恥ずかしながら，こ

の誘導瞑想を聴くまで，自分の怠惰で，傲慢で，わがままなチャイルドに気づいていな

かった。

第 5回目の授業後の補講動画の内容は，私にとって本当に苦しいものだった。その中で

私自身に最も影響を及ぼしたのは「被害者であることのメリット」の話だった。被害者で

いると，可哀想な子としてみんなに同情してもらえるし，頑張らなくていいよ，と言って

もらえる。被害者は可哀想で不幸な自分は大人気なのだという。あまりにも心当たりがあ

りすぎて，自分のことを言われているのではないかと少し怖くなった。私はずっと，自分

の欠点を両親，特に父親のせいにして，周囲に同情してもらおうとしていた。思い返せば

大学生の頃から「こんな家庭で育ったのに非行に走ることもなく，まっすぐ育っただけマ

シな方だ。だから私はこれ以上頑張る必要なんかない。」と思っていた。実際，友人に上

記の言葉をかけられたこともある。しかし，この思考の型の大きな間違いに気づくことが

できた。この思考は全て「穴掘り」でしかない。自分が様々なことの言い訳に不幸で可哀

想な被害者の自分を装っていたことに気づくと同時に，その不幸の材料として家庭環境を

言い訳にしていたことにも気づくことができた。

あるメッセージを掲示板に投稿したところ，受講生の一人から「Ｃさんは，ご両親に

とって，いるだけでいい存在です。でも，笑ってくれたり幸せになってくれたら，ご両親

も笑うし，幸せになると思います。」と言ってもらった。これを初めて読んだ時，思わず

泣いてしまった。彼女の言う通り，確かに両親はそう思ってくれている。どうして他人に
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言われるまで両親の愛に気づけなかったのだろうか。それからはとんとん拍子に進んで

いった。数日後，両親と私が弟の生活態度や家族に対する態度の悪さについて話し合う機

会があった。弟について話しているうちに，両親に対して感謝の言葉が溢れ出た。そして，

これまでたくさん迷惑をかけたことについて，自然と涙を流しながら謝罪することができ

た。これを聞いて両親も涙を流して応えてくれ，何年ぶりか分からないくらい久々に父と

抱擁を交わすことができた。それから数日後，弟にも思い切って謝ってみた。謝った直後

の弟の反応は薄く，あまり手応えがないと思ったが，その日から弟との関係が大きく改善

し，日常的な会話を交わすようになった。ここ数年，険悪な雰囲気が流れていたが，お互

い思いやりを持って接することができるようになった。これは非常に大きな変化であった。

⑶ 第 5期（第 7回目，授業終了後）

両親に謝罪をした後，両親に対する尊敬の念が深まった。今まで母がやって当たり前だ

と思っていたことは，母の私たちに対する愛があってこそのものだとわかり，母の偉大さ

を知った。父はずっと自己中心的で嫌な人だと思っていたが，何をするにも私たち姉弟の

ことを考えてくれていたのだと知った。いかに自分が愛され，素敵な家庭で，大事に育て

られてきたのかを知った。そして，弟の態度も改善されたせいか，家族間の衝突や口論が

グッと減った。母も，イライラすると八つ当たりしたり，わめき散らしていたのがパタリ

と止んだ。父の職場の愚痴や従業員の悪口も減ったように思う。家庭の雰囲気が大幅に改

善され，両親の何物にも変え難い素晴らしい愛情に気づいた私が次に感じたのは，「一刻

も早く父の力になりたい」というものだった。

４ 受講生 Dの TEA図とレポートからの考察

受講生Ｄ（30代，社会人）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

⑴ 第 1期（受講するまでの時期），第 2期（問題を自覚）

人材開発論を受講する前の私は 2つの大きな悩みを自覚していた。 1つ目は，資格勉強

と家族との時間の両立である。 2つ目は，過去を後悔することである。特に典型的だった

のが，10年ほど前に，友人が突然自死という形で亡くなり，あの時もっと違う対応をして

いれば結果は変わったかもしれないと何度も後悔してしまうことであった。過去の出来事

であり意味がないと思っていても，気がつけば何度も反芻している自分に半ば諦めに似た

思いがあった。

第 2回目の授業で一色先生が登壇され，カウンセリングを中心とした授業となった。他

の受講生が悩みをどんどん自己開示し，それに対して的確に鋭い指摘やアドバイスをされ
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ている姿に驚き，自分も悩みを開示しないと前に進まないと思った。そのため，普段考え

ている家庭の悩みのほか，相談できないと思っていた友人の死についても思い切って相談

してみた。一色先生からは，友人の死を悼み続けるのには何か別のところで根本的な原因

があると指摘された。いつまでも友人の死を悼む必要などなく，自分の中で誤った「法」

を解消すると悩みは解消されると言われ，修正方法として修正文をもらった。思い切って

打ち明けたことから気持ちも軽くなり，これで解決できるならば，という思いから，早速，

修正文により自分の思考の修正にとりかかることにした。

⑵ 第 3期（学びの実践），第 4期（変化の兆し）

フラクタル心理学の内容は，既知の内容に類似する点が多いものの，「周囲は自分の鏡」

であり，かつ「それは100％例外ない」といった，更に踏み込んだものでもあった。その

ため，理解はできるがすぐには納得できない自分がいた。その時，加藤先生から「理解を

待っていたら，人生が終わってしまう」という趣旨の話を聞き，そのとおりだと妙に納得

した。この頃から，十分に理解できなくともまず誘導瞑想や修正文を実践していこうと決

心した。また，内観法の手法により，自分が子供を持つ年齢になっても，親に依存し続け

ていることに気づき，なんとか修正しなければいけないと思うようになった。このことは，

過去に因われ続けるしかない

家族と共に，
前向きに学習に取り組む

変えられない過去は後悔する
しかない（昔の友人の突然の死）

家族と一緒に過ごす父親が理想的である

資格勉強にどこまで家族を
巻き込むかを葛藤する

一緒にいるだけが
父親の役割ではない

チャイルドを躾け，
先延ばししないと決意する

自分に関係ないことに意識を向けず，
自分の学習や家族の事に集中する

達成感を味わう人生に
するために，もっと自分の
実力をつけたいと願う

過去に固執する必要はない 過去を変える 過去ではなく直接五感にフォーカスする

「現状維持＝消極姿勢の表れ」と知る

家族と資格勉強
の両立に悩む

過去を後悔す
る悩みを持つ

「周囲は自分の鏡である」と学ぶ

誤った思考により過去に固執している

過去のTEA図を見て不安をもつ

友人の死を長年
引きずっていたことについて相談

過去を引きずる必要はなく，
思考を変えることで解決できると

指摘される

人材開発論を受講する

自分の中の誤った思考に気づき，
修正文により変えることを決意する

人に与える人生にしてこそ，
産まれてきた価値がある

自分の人生に責任を持つ
（困難から逃げない）

家族が誇る，
挑戦し続ける父親になる

過去も未来も自分で創る！

親族の書類作成を手伝い，
成功体験を得る

誘導瞑想を続け，
修正文を繰り返し唱え，
チャイルドを叱り続ける

達成感を得る人生に意味を見出す

電話で母親に謝罪する。
（親族の法律関係の悩みを聞く）

兄に電話し訪問を約束

面倒なことにも向き合い，
達成感を得る

スマホの待受画面を不動明王に変え，
修正文「今すぐやれ」等を

貼り付ける

チャイルド脳から
アダルト脳に変わるべきである

理屈を探求するより，実践する

自身の父親像を見直す

家族がいることを言い訳にし，
学習に集中していない

甘えを自覚する。

現状や将来について
妻と対話する

誘導瞑想・内観法に取り組む

親への依存や，自分の中の
チャイルドの大きさに気づく

家族のために仕事や勉強に励むことも
父親の大事な役割である

人材開発論のシラバス
（「人生が変わった」との
受講生の声）に惹かれる

図表 5 受講生 Dの TEA図

第1期
受講するまでの時期

第4期
変化の兆し（第5回～6回）

第2期
問題を自覚（第1回～2回）

第3期
学びの実践（第3回～4回）

第5期
更なる変化（第7回～）

信
念
・
価
値
観

第
三
層

促
進
的
記
号

第
二
層

行
動
・
思
い

第
一
層

BFP1

EFP

BFP2
BFP3

BFP4 P-EFP
自分に関係のないことに意識が向き，
学習や家族のことに集中できない

家族の理解のないまま，消極
的にしか学習に取り組まない

過去を思い出し続け，
自分を責め続ける

親への依存や自分の中の
チャイルドに気づかないまま

人材開発論を受講しない

他の講義で
忙しくなる
（SD3）

休日に講義を
受講し家族の
負担が増す
（SD1）

講義が一週間
空き，他の事
に時間を割く
（SD2）

知
覚
さ
れ
た

環
境
要
因

一色先生
からの大きな
チャイルド
の指摘
（SG3）

長女の変化
（SG4）

人材開発論
のグループ

ワーク
（SG5）

責任を持ち
仕事をする
（一色先
生の助言）
（SG6）

長女がピア
ノコンクール
の予選に
通過する
（SG7）

親族の
手助けを
し感謝
される

（SG8）

過去の修正方
法について
一色先生の

助言
（SG2）

講師・過去の
受講生からの

薦め
（SG1）

非可逆的時間
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色んな理由をつけできないことを言い訳している自分の中のチャイルドの大きさを痛感す

ることにも通じると考えた。このように，親への依存やチャイルドの大きさを認識するこ

とは一つの転換点となり，一刻も早くチャイルド脳を解消していこうと考えた。

第Ⅳ期では，誘導瞑想の動画を視聴することや修正文を唱えて日々を過ごした。何か

きっかけがないとできないと言い訳し，先延ばしにしていた親への謝罪も，電話で感謝の

気持ちとともに伝えた。この頃，小学 2年生の長女が，自ら目覚まし時計を設定し，早起

きして自習をするほか，自分から英会話をやってみたいと言うようになった。また，習っ

ているピアノも学校から帰って自主的に練習するようになった。

両親ばかりではなく，兄との関係も見つめ直すべきだと気づき，久しく連絡していな

かった兄に連絡し訪問する約束をした。また，両親や兄に連絡をとる過程で，これまで面

倒なことを先延ばしにしていた自分のチャイルドを自覚した。このチャイルドを躾けるた

め，加藤先生から教えてもらった，修正文「今すぐやれ！甘えるな！」等を携帯の待ち受

けに貼り，意識するようにした。それまでは，「時間がない」などと口にする一方で，周

囲のニュースについ関心を寄せる自分がいたが，フラクタル心理学の「直接五感で感じる

ことにフォーカスする」という教えを聞いてからは，直接自分に関係がないことに必要以

上に関心を寄せないように心がけるようになった。すると，学習や家族のことに時間を割

くことができ，集中力が増したように感じた。

⑶ 第 5期（更なる変化）

この頃には，あれほど何度も考えていた友人の死について振り返る機会が激減し，悩ん

でいたことも忘れるくらいの変化が生じていた。友人が亡くなった事実は変えられないが，

冷静に受け止めることができ，少なくとも頭の中で反芻しなくなった。周囲の変化として

は，長女がピアノコンクールの一次予選に通過し，次の二次予選も頑張るとやる気になっ

た。妻と二人で練習を続ける姿は大きな刺激となり，自分も現状維持に甘えず，挑戦して

いこうという気持ちになった。授業を受講して，過去のトラウマからの解放，先延ばしに

せずにすぐにとりかかる姿勢など，内面で大きな収穫があったと実感している。

５ 受講生 Eの TEA図とレポートからの考察

受講生Ｅ（20代，純学生）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

⑴ 第 1期（受講前），第 2期（第 1～第 3回）

親から言われるままに公認会計士の資格取得を目指して会計大学院に入学し，専門学校

にも通学し始めた。しかし公認会計士になりたいという強い思いが私自身になく，その資
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格に特別な魅力を感じることがないまま，無気力気味な日々を過ごしていた。大学院でも

専門学校でも周りに優秀な人が多く，彼らと比較して自信をなくすことが多くなっていた。

第 2回目の授業で一色先生に自己紹介をすると，私が空想好きで，なんでも空想の世界

でストーリーを完結し欲望を満たして満足してしまうため，現実世界で欲望を持つことや

欲望を叶えることをしていないという指摘を受けた。授業や LUNAの掲示板などの言葉

からも自分自身を見つめ直すヒントをもらい，「かまってほしい，認めてほしいと願う自

分」と「現
�

状
�

維
�

持
�

できていればそれでいいと言う自分」に気づくことができた。

第 3回目の授業において，「現状維持」は「これ以上できない」という言葉の言い換え

であることに気づいた。また，ジムで「現
�

状
�

維
�

持
�

できている！退化していないからすご

い！」とインストラクターに無意識のうちに口に出していた自分に気づいた。ちょうどこ

の数ヶ月，食事面からも運動面からも筋肉量が増えるはずだったが全く変化がなく，私も

インストラクターも首を傾げていた。フラクタル心理学では，思考が現実化するという。

筋肉量が増えないのは自分の思考が原因なのではと思い，意識を変えてトレーニングに励

むようにした。「現状維持できている！」と私が言う度にインストラクターが呆れたよう

な顔をしていたことも思い出し，今まで何故呆れられているのか気づいていなかった自分

を恥じた。

会計士という資格に大した魅力はない

自分のためにエネルギーを出すことを意識して行動

資格試験の
勉強ができて
いない自分
に苛立ちを

抱える

自分に自信がない

人材開発という言葉への興味

自信を持つために変わりたい自分に自信がないのは
やるべきことをやっていない自分のせい

資格取得の過程にも，会計士という資格にも魅力がありそう

「現状維持」＝「これ以上できない」

⇨空想で満足してはならない

一色先生に何を話せば良いかわからない

だんだん過去の振り返りや
自己分析ができるようになる

かまってほしい，
認めて欲しいと願う自分に気づく

人材開発論を受講する
IRに反省したことを伝え，今までよりも

力を入れてトレーニングに励む！

国家資格を持つ「私」になりたい

やるべきことをやれば自分に自信がつく

かまってもらう，認めてもらうために
他人を優先していたと気づく

エネルギーがなく，他人軸で生きている自分を
修正することを決意する

誘導瞑想の音声
を繰り返し聞く

講義の履修を
薦められるうちに
興味を持ち，

履修を決意する

自信を持つために行動する！

努力はノーリスク・ハイリターン

他人に言いにくいこともはっきり言うように心がける

不本意なことをしないで済むようになる

自分のためにエネルギーを出すことの大切さを認識

伸び悩んでいた筋肉量が飛躍的に上がる！

成功体験による自信をもっとつけたいと思う

資格試験合格という成功体験を目指し，資格取得
への意欲が湧き，予備校までの定期券購入を決意

周囲から嫌
なことを言

われた時の対
応に悩む

周りと比べてさらに自信をなくす

ジムの IRに，現状維持できていればそれでいい，
とよく言っている自分に気づく

逃げたくなるが，踏ん張って修正文を唱え続け
た結果，自分はできる，と思えるようになる

自分が思うよりはるかにエネルギーが
なくて甘えん坊なチャイルドに気づく

人よりも自分を優先するこ
とを意識してみると決意

図表 6 受講生 Eの TEA図

第1期
受講前

第4期
第6～7回目講義

第2期
第1～3回目講義

第3期
第4～5回目講義

信
念
・

価
値
観

第
三
層

促
進
的

記
号

第
二
層

行
動
・
思
い

第
一
層

BFP3
BFP1 EFP

BFP2

やる気が出ずに行動に移せない人材開発論を受講しない
向上心を持たず，

現状維持でよしとしたままでいる
逃げ癖のある自分で自信が持てない

P-EFP

（SD1）
1回目と2回目
の合間の
ブランク

（SD2）
他の科目と

自分の予定で
多忙化

知
覚
さ
れ
た

環
境
要
因

（SG1）
加藤先生，過去の
受講生からの推薦

（SG5）
TEA図作成

（グループワー
ク）

（SG4）
一色先生講義②
（利己的に生きる
ことを勧められる）

（SG2）
一色先生講義①
（自分が空想タイ

プと知る）

（SG3）
他の受講生，先生
の言葉によるイン

スパイア

（SG7）
一色先生講義③

（自信を持つことの
アドバイス）

（SG6）
IRが褒めてくれる

ようになる

非可逆的時間
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⑵ 第 3期（第 4～第 5回），第 4期（第 6～第 7回）

かまってほしいと願う自分とそれに矛盾するような行動をする自分について一色先生に

相談をした結果，私には「生きるエネルギーが足りていないこと」，「他人軸で生きている

こと」を指摘された。子供の頃，だれかにかまってほしいというアピールをしなかったよ

うに，自分で欲望を叶えようとせず，自分のために努力ができていなかった。それなのに

他人のためだったら自分を犠牲にしてでも頑張っている自分に気づいた。他人軸ではなく

自分のために自分の人生を全力で生きてみたいと思い，一色先生から薦められた誘導瞑想

の動画の音声を繰り返し聞き，他人よりも自分を優先することを決意した。

「誘導瞑想」の音声では，エネルギーがなくて甘えん坊なチャイルドをズバズバと指摘

された。今まで目をそらし続け，さらには気づいていなかった嫌な自分と向き合うことに

感情が揺さぶられ，逃げ出したくなった。 2日ほど聞くことから逃避したものの，就寝前

に繰り返し聞き続けた。その結果，「もう十分エネルギーを溜め込んだから自分はもうで

きる」，「大きくなったアダルトな自分がチャイルドについているから安心して挑戦でき

る」と思えるようになった。第 5回目の授業では，TEA図作成のグループワークに取り

組んだ。お互いにインタビューし合うことで二人に対し共感や尊敬といった思いがますま

す湧き，人材開発論で自分を変えたいという思いが強くなった（以上，第Ⅲ期）。

普段仲の良い友達に対しても，自分を優先させることや自我を通すようなことはなかな

か言えずに多少のモヤモヤを抱えてしまうことがあった。だが，「利己的」を意識し勇気

を出して自分の思いをはっきり伝えてみると，意外と相手も嫌な顔をせずにすんなり受け

入れてくれることに気づいた。また，ジムで月 1回の身体測定をしたところ，停滞してい

た筋肉量の数値が突き抜けるように上がっていた。自分の意識（＝思考）を変えるだけで

こんなにも変化するのかと驚くとともに，久しぶりに成功体験を通じて達成感を得ること

ができ，気持ちの良さを感じた。インストラクターも「向上心を持ち続けると変化もちゃ

んと起きますね」と褒めてくれた。また，授業で私の心に響いたのは，公認会計士という

資格よりも資格を取る過程で努力し，競争に打ち勝って合格することで達成感を味わうこ

との素晴らしさである。エネルギーを出すことの大切さを学んだ今，何事も自分のために

エネルギーを出すことを意識して取り組み，達成感を得ようと思う（以上，第Ⅳ期）。

６ 受講生 Fの TEA図とレポートからの抜粋

受講生Ｆ（40代，社会人）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

⑴ 第 1期（受講前），第 2期（第 1，第 2回目）

第 1回目の授業では，受講動機など自己紹介の後，人材開発論の導入部分について学習
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した。「理由をつけて動かない職場を変えたい」という受講動機を話したところ，加藤先

生から「その職場は Fさんの投影ではないか」との指摘を受けて，心の中でかなり反発

した。「私が悩んでいる職場の体たらくは本当にひどいもので，先生はそれを知らないく

せに，私の投影だとはひどい」と思った。また，自分の意識を変えると，周囲の人は変化

して，職場も変わるということがイメージできなかった。ただし，「帳尻を合わせる生き

方を変えたい」というような，自分のネガティブな面に対しての問題意識は持っていた。

第 2回目の授業では率直に「職場が自分の投影であるという考えが理解できない」と述

べたところ「あ
�

ん
�

な
�

に
�

ひどくないという思いは現象学のフィルムとスクリーンであり，大

きさを比べるのをやめるべき」という指摘を一色先生からもらい，「職場は自らの投影」

という考え方を受け入れられるようになった。また，「責められていると思っている時は，

自分自身で誤りには気づいており，それを認められないから反発している」，「怒りのパ

ワーは開示しやすく，罪悪感は開示しにくい」という指摘もいただいた。今から考えると，

加藤先生，一色先生とも私が認めている度合いに応じて話を進めていただいたのだと思う。

⑵ 第 3期（第 3～第 5回）

「敵には見抜かれている」という話は，この後の授業の過程で自分にずっと響いていく。

第 4回目の授業は，一色先生に表層意識と深層意識の対立について質問した。「表層意識

でしようと思っているのにできないと言う時，深層意識ではそれを望んでいないのではな

図表 7 受講生 Fの TEA図

受講前・第1回 第7回・講義終了後第1回・第2回 第6回第3回・第4回・第5回

信
念
・

価
値
観

第
三
層

自信をもって発言するために，
自らの仕事のクオリティを高める

私は「やれる範囲で」
ちゃんとやってきている

私も褒められたものではないが，
職場の後ろ向きさはひどすぎる

職場を変えるスキルを
身につけたい

穴掘りの達成感の崩壊

理由をつけて動かない職場が
自らのそのままの投影
であると理解する

促
進
的

記
号

第
二
層

「課題研究が最優先なので
やむを得ない」という

理由をつけて動かない自分

動かない職場は
私の「規模を大きくした」投影だ

前向きに動かない
職場を動かしたい

職場を変えるには
自分が変わるしかない

行
動
・
思
い

第
一
層

「やらない理由を探す」
職場を改善したいとの思い

一色先生に「職場に動いてもらおう」
という取引の意識がないか指摘される

誘導瞑想に取り組み，職場を
叱れないのは，自分が叱られるのが嫌

だったからだと気づく

過去の加藤先生
の授業はためになった

「間に合わせてはきている」
という思い

加藤先生に「何とかなっていると
思っているんだ」と指摘される

人材開発論で学ぶべきは
職場の変え方でなく自らをいかに変

えるかであることに気づく

加藤先生に「動かない職場は
自分の投影」と言われる

2年前の受講生Ａさん
の変化に感銘を受けた 課題研究が忙しく，

課題の提出が週の後半になる
沢山タスクを抱えてしまうので

遅れがちになると言い訳
私は職場ほど

後ろ向きではないと反発2年前から受講を決意 △△先生の指導で
論文の提出期限に「間に合う」一色先生に「提出が遅れるのは潜在

意識の現れ」と指摘される
加藤先生に「怠慢ですね」

と返される
課題研究が大変になる

時期だが，
なんとかやっていける

一色先生に「規模は関係なく
投影。大きさを比べるのを

やめる」と指摘される

△△先生への謝罪と情けない気持ち

レベルの低いところで穴掘りの達成
感を得ていたことに気づく

言われていることはわかるけれど，課題
研究で一杯一杯なんだ，という反発

加藤先生からの激励メール
BFP2

受講の決意は
変わらない

職場は自らのフラクタルな投影である
ことを理解したつもりになる 高いクオリティで，言い訳せず

すぐやる自分に変わることを決意
職場は自らのフラクタルな
投影であることを理解する

BFP3
BFP1 罪悪感を感じつつも継続

EFPBFP4
反発から

フラクタル心理学を受け入れない
今回は受講しない 余裕のなさからドロップアウトする 穴掘りの達成感の中で閉じこもる 言い訳をし先送りし続ける

P-EFP
SD2

課題研究と並
行なので仕方が
ないと言う甘え

SD1
職場で何度も「で
きない理由」を聞

かされる

知
覚
さ
れ
た

環
境
要
因

SG1
決めていた授
業が受けられ
てうれしい

SG5
課題研究と人材開
発論の並行を

「意義」と考える

SG2
大きさを比べるのを
やめる，という一色
先生のコメント

SG3
中途半端に取り組
んでいるのではない
かという罪悪感

SG7
課題研究
の完成

SG6
加藤先生の
激励メール

SG4
加藤先生
の叱咤

非可逆的時間
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いか」というお話くださった際，自分にとって的中していることを見抜かれて辛い気持ち

になった。このあたりから，自分の甘い嫌な部分がはっきり見え始めた。

実は私にとって親と向き合うのは非常に難しいことだった。父は私が中学校に進学した

あたりからいつも夜飲み歩き，母は父が帰るまで寝ず，毎晩のように母が父を諭していた。

酔った父が説教をしてくる母に反発して，取っ組み合いのけんかになることもあった。そ

んな父だが，朝の 3時， 4時に帰宅しても，毎日のように 6時半に出勤していたのは驚き

だった。反抗期でもあった私は母の注意に対して反発することも多く，特に気に入らない

時は怒鳴ることもあった。そんなことから母は私に対して叱ることもなくなった。ある意

味，私の天下であった。母は無理を重ねたせいか，私が高校三年生の時，他界した。私は

「この家を早く出て行きたい」などと言っていたが，彼女は病の床でうなされながら，「息

子が行ってしまう」と言うこともあった。亡くなってから，不孝を詫びることすらできな

いことの重さを実感し，謝罪してもしきれない思いでいっぱいだった。

父は自分が経済的理由で大学進学できなかったことなどから，私には大学を出て欲しい

との思いが強く，学費だけは納入してくれた。しかし，大学在学中も父とのケンカは絶え

ず，何度か「誰が大学に行かせてやっているんだ！」と言われ， 3回生の時に，「そこま

で言うのなら」と勝手に怒って家を出て就職し，中退扱いとなった。かなり後から知った

ことだが，父は私が勝手に家を出て行ってから 1年間学費を納め続けていた。

紆余曲折を経て，2010年に大学院を修了した。自分で学費を出したことで，親のしてく

れていたことも少し分かった。卒業式に父を呼んだが，「おめでとう」，「ありがとう」と

いう，色々言いたいけれど素直に語れない会話をしたことを記憶している。それ以後も，

お互い過去には触れず，微妙な距離感でつきあうことがこの10年間続いている。

⑶ 第 4期（第 6回），第 5期（第 7回，授業終了後）

第 6回目の授業での「とりあえず期
�

限
�

に
�

間
�

に
�

合
�

い
�

，なんとかなってきた」という私の発

言に対し，「なんとかなっていると思っていたんだ！？」と加藤先生から指摘された。「い

ろんなものを引き受けてしまうので，タスクがおしてしまう」という発言にも，「怠慢で

すね」と指摘される。「間に合うよう頑張っているのに」，「善意で多くのことを引き受け

ているのにどうして怠慢なのか」と，一瞬，反発の感情が沸き上がる。前者については，

「期限に間に合う」ということが穴掘りの達成感であることがすぐに自覚できた。後者は

すぐには理解できなかったが，結局一つひとつのタスクを高いレベルで解決できていない

こと，言い訳のためにいろいろなものを引き受けていることに気づいた。自分の心はしっ

かり先生に見抜かれていた。職場で指摘をする時にも，自分自身，至らざる面があるとい

う自覚はあるので，遠慮がちに「私も褒められたものではないですけど，職場のこのあり
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方はちょっと酷すぎるのではないですか」と言うことがある。自分自身がしっかりやり

きっているという自信に裏付けられて行動しているわけではない，穴掘りの達成感丸だし

であった。

第 7回目の授業で，「裏切られた時，被害者意識を持たないとしても，再度裏切ってく

る人もいるがどう対応すべきか」という質問を一色先生にしたところ，「裏切られたと

思っている時点で，あなたの頭の中には取引関係が見えている」との指摘を受けた。職場

を変えたいという思いの中に，「職場にこう動いてほしい」というような相手に依存した

感情があることにも気づいた。また，この時期に取り組んでいた大学院の課題研究も△△

先生に直前まで見ていただき，期限に間に合うように提出することができた。「間に合っ

たんじゃない，間に合うように先生が指導してくださっただけなんだ」と改めて実感し情

けなくなった。このような生き方を改め，より高いクオリティで，できるだけ早く仕事を

済ませていかなければならないと改めて実感している。

７ 受講生 Gの TEA図とレポートからの抜粋

受講生Ｇ（40代，社会人）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

自分は変わる必要がない

人材開発＝自己分析
自己課題＝問題から逃げ，都合よく理解する

人からの指摘を愛情ととらえる

人材開発＝自分開発
自己課題が解決しないのは，

自分が原因であった

課題アンケートの文章の間違い直しを何度も
注意されるが，直す気がない

自分の中でいやなことは気にしないようにしている，
周りの忠告を受け入れられない

母親を取られたくない依存，兄弟への嫉妬，
自分に孤独感を感じていた

一色先生の助言で「人の話を最後まで聞かず
自分で勝手に解釈してしまう癖」

があることを知る

一色先生の誘導瞑想を毎朝毎晩聴く

家族に対して顔を見て挨拶を始める
子供から話しかけられるようになる

行動が遅く納期ギリギリで提出して，
準備不足と感じる

人材開発＝他者開発
自己課題＝他人ごと

と考えている

自己流の考えが正しい

人材開発＝本当に自己開発なのか？
自己課題＝軽く考えている

フラクタル心理学で
インナーチャイルドの存在を知る，自分の
チャイルドが問題を都合よく変えてしまう

専務からの薦めで
人材開発論を受講する

他者を指導することを
学べると思う

消極的ではあるが，
人材開発論を

とにかく学んでみる

初日に遅刻してしまうが，自分事に感じて
いないので先生に謝罪しない

役員から課題の文章間違いを直すよう指摘され
る，問題と向き合っていないので，文章を何度直
しても自分の中に理解して入っていかない

「世の中は自分の思考を現す鏡であり
全てを投影する」と学び，

自分の投影する世界を気にしてみる

文章を注意されたが，軽く思い気にしない,
甘く見て勝手な解釈をして逃げる

一色先生への受講生の質問と回答が
自分と重なることが多く納得できる

自分の感情を出せないことがプレッシャーになる

受講のための準備に困り，
役員の方 に々助けてもらう

助けてくれた周りの
気配りには気付かず，

自分のことしか意識ができない

全ての問題は自分に原因がある？ 何もできていない自分の現実を受け入れる 過去・現在・未来の
自分を変えることができる

他者開発＝自分開発
自己開発＝過去の自分を知り，
新たな自分を創造すること

他人事にして逃げて，正面から受け止めて
いない「今までに自分の問題は全て，

自分のせいだった」

弟に提出課題の文章を確認してもらい，
夜中まで付き合って，助けてもらった

兄弟の勉強会で TEA図を見てもらい
兄弟の感想をもらい直した内容を
大幅に変更したことを認めてもらった

一色先生に対し，自分を素直にだせない
自分を振り返ると感情的になり思考が止まる

兄弟の勉強会で，毎回自分のために一生懸命忠
告してくれることに，自分が素直の反省する

今までの他人からの忠告は，愛であった
それを無視し続けた自分を恥じる

妻から話を聞いてくれない自分に対して
辛かった思いを聞き，感謝と謝罪を伝える
その後，妻が自分に対して優しくなる

課題アンケート文章の誤字や間違いを
何度も言われても後回しにしてきたが，
少し気にかけ文章を直してみる

直しても直しても終わらない，忠告を意識する

自分への忠告への捉え方が変わる

今日までの機会の中で沢山の愛に
気づかずにいた自分に大きな罪を感じた

図表 8 受講生 Gの TEA図

第1期
受講するまでの時期

第2期
（第1回～第3回）

第3期
（第4回～第5回）

第4期
（第6回～第7回）

第5期
（期末試験期間～）

信
念
・

価
値
観

第
三
層

促
進
的

記
号

第
二
層

行
動
・
思
い

第
一
層

OPP

BFP1 EFP

BFP2
BFP3 BFP4

P-EFP
人からの指摘を悪口ととらえる自分は理解している，できていると思いこむ 人の話を，自分の都合よく理解する 自分のこととして受け入れない人材開発論を学ばない

6回目の講義
でまた遅刻を
してしまう
（SD3）

知
覚
さ
れ
た

環
境
要
因

父親の
体調が
良くない

（SD1）

母親の
体調が
良くない

（SD2）

専務から
講義の
お誘い
（SG1）

息子が
自分で

弁当を作る
（SG7）

兄弟が
いつも

助けてくれる
（SG8）

父が
退院する
（SG2）

事務員とインナー
チャイルドについ
て会話する
（SG4）

兄弟
勉強会
が始まる
（SG3）

兄弟が何度も
自分のために
忠告してくれる
（SG5）

妻が
やさしく
なる

（SG6）

両親へ
感謝と謝罪を
伝える

（SG5）
非可逆的時間

初回授業で出された課題の文章の誤りを先生から指摘されたが，自分の文章能力の低さ

を認められない上，甘く考えており，直さなかった。第 2回目の授業で，一色先生への質

問の際，自分の番になったが，固まってしまい全く会話ができなかった。自分を取り繕い，
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きれいごとを言っている自分がいた。この頃，自分が授業で迷惑をかけ，恥をかかない様

にするために，兄弟が業務終了後に勉強会を毎週水曜日に始めてくれた。その場でも兄弟

から課題の文章をすぐに直すよう言われたが，直さずにいた。自分事を他人事にしていた。

兄弟から第 3回目の課題の文章修正を催促されたが，直さなかった。自分自身の課題を

まだ軽視していた。直すことの必要性等，相手の意図を考えていないので理解できなかっ

たのだと思う。第 4回目の授業で一色先生が登壇され，先生への質問が繰り返された。受

講生の空気感は前回とは違っていたが，今回もうまく自分を出せず，「悩みがないのでは」

とまで先生に言われてしまった。また，「人の話を聞かず勝手に解釈してしまう癖がある」

と言われ，一色先生の誘導瞑想の動画（人の話を聞かず，「大丈夫だよ」と言い張るあな

たに捧ぐ）を毎朝毎晩聴くことにした。

第 5回目の授業は， 3人チームで TEA図の作成をした。約束した時間に 3人で会うこ

とができず，提出物が遅れがちで遅刻も多い 3人の重なり合う部分があるように思った。

兄弟の勉強会では，素直に行動することを受け入れない自分に対し何度も忠告された。兄

と弟が「目の前の問題を解決することで成長できる」と自分に一生懸命説明してくれて，

目が覚めた。周りの人々からの忠告がすべて愛であったと知り，無視し続けていた自分を

恥じた。その後，今まで愛を与え続けてくれた両親に感謝と謝罪を伝えた。最後の課題も

兄弟に手伝ってもらった。特に弟は夜中まで一緒に何度も確認してくれ，修正してくれた。

兄弟から根気よく繰り返しもらい続けた愛情の結果，自分は大事なことに気づけた。

８ 受講生 Hの TEA図とレポートからの抜粋

受講生Ｈ（30代，社会人）の TEA図とレポート（ＨさんのレポートとＨさんをインタ

ビューしたＧさんのレポートを合わせたもの）の抜粋を掲載する。

人生の目標が決まらない22歳の頃，父親が勧めてくれた自己啓発セミナーを受講した。

自分と向き合い，つらい思いをしながらモチベーションを上げ，その中で自分の目標を

「税理士になり，父の後を継ぐ」と決めた。その後，父の会社に就職し，月日が経つにつ

れて，父に対する甘えがあり，無意識に父の粗探しをしてしまう自分をつらいと感じてい

た。その後，時間の経過につれモチベーションが徐々に下がり，現在に至っている。私に

は，「自分の知らないことは受け入れられるが，自分の知っていることは相手を論破して

しまう」癖がある。また，第 2 回目の授業に一色先生が登壇され，「競争力をつけてくだ

さい」と言われたが，すぐにその言葉を受け入れられずにいた。競争はしたくない，競争

したことがないから分からないと逃げた。

第 4回目の授業で，一色先生から「欲が強い」と言われて驚くが，納得でき，一色先生

への信頼度が徐々に上がった。また，父親の不満を母親にぶつけてしまうことがあり，自
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分の上司への不満が多かった。その上司と父が重なることもあった。「周りの先輩が早く

出勤して来ているのであなたももっと早く出勤しなさい」とその上司に言われたが，体育

会系のノリだと感じて反発した。自分なりには早く出勤していたつもりだが，上司の思い

と違いがあったのかなと思う。

第 5回目の授業は TEA図作成のためのチームインタビューだったが，チームの 3人の

予定が全く合わず進めることができなかった。目先の課題ができていないのに，大きな目

標を求めている自分を以前から分かっていた。この授業の課題はいつもギリギリで提出し

続けていた。第 7回目の授業で，また遅刻してしまった。まだやるべきことができていな

いと思った。自分の感覚よりも周りはもっとやっていると感じるということは，自分に原

因がありそうだと思った。父と比べて自分は努力が足りていないと思う。「父への依存が

大きいが，一歩ずつ前へ進んでいく」と今は考えている。

Ⅳ おわりに（考察）

本稿の目的は，2021年度の会計大学院の人材開発論の授業における受講生の人材開発過

程の質的研究である。まず，第Ⅱ章で，本授業の受講生，講師，授業内容，方法などにつ

いて説明した。続く第Ⅲ章で，受講生 8人の TEA図とレポートの一部を紹介した。受講

もっとやる気を出したい

もう一度
モチベーションを上げたい

目標が決まらない自分に，
父の勧めで22歳の頃

自己啓発セミナーを受講する

モチベーションも上がったが，
その後月日と共に，
次第に下がっていく

「税理士になり，父の跡を継ぐ」
と決意を決める

父の会社に入社するが，
甘えてしまう

父の粗探しをしてしまう

人材開発論を学び，再度
自分のモチベを上げたい
やる気を出したいと思う

受講登録する

提出課題が進まないのは，
過去の思考を変えたくなく，
今の自分を浮き彫りにしたくない

競争をしたくない，したことがない
から分からないと，逃げている

一色先生は「競争力をつけてくだ
さい」と言われたが，一色先生と

会うのが初めてなので
受け入れられない

自分の知らないことは受け入れ
られるが，知っていることは
自分の考えで論破してしまう

初日の講義に遅刻してしまう
2回目の講義に遅刻してしまう

でも，自分事ではない

課題が進まない

成長するのが怖い 過去の自分が
新たな学びを受け入れない

早く出勤してみる
課題はギリギリ提出

一色先生の言葉で，「欲が強い」
といわれ，驚くが納得はできる
いつも良い言葉をもらえる

父親の不満を母親にぶつけてしまう。
上司の上司への不満が多く，相手の考
えを深層意識で論破している

以前，上司に「上司が早く出て来てるの
で部下が早く出て来ているのは当然だよ
ね」と言われたことを再度気にかける

目先の課題ができていないのに，大きな
目標を求めていることを再度知る

過去の記憶が新たな受け入れを
拒み，課題が進まない

でも課題はギリギリで提出

受講内容が好きなのでリタイアはしない
期末レポートの為，グループメンバーとは

連絡をする

7回目の課題を出せていないことに
気付いていない

上司との関係が修復し，
母との関係が修復した

得意先の仕事を意識して早く提出
結果，良い成果が出た

自分の感覚より周りはもっとやっている
自分に原因がありそう

以前より早く出勤してみる

仕事が忙しいことを理由に
課題が進まない

7回目の講義にまた遅刻

課題が先に進まない
進みたくない言い訳をする

人の言葉を受け入れようとしたが，反
発してしまう

過去の思考を忘れたくないが，
新たに学びたい。

過去の努力で手に入れた思考を
なくしたくないと感じ反発する。

グループメンバーとの対話

父の存在が大きく，特に22歳の
自己啓発セミナーの頃に，自分の中で神

格化して大きな存在と意識
自分の都合よく解釈してしまう

父を都合よく神にしたりして甘えていた

自分の講義の遅刻が投影されて，
時間に厳しい得意先が遅刻

自分の遅刻がお客さんに移ってしまった

思いだけが焦って先行してしまう
父と比べて自分は努力が足りていなかった

目指しているだけで頑張っていると
自分で解釈する

現実はスタートもできていない

図表 9 受講生 Hの TEA図

第1期
受講するまでの時期

第2期
受講第1回～第3回

第3期
受講第4回～第5回

第4期
第6回～第7回

第5期
期末試験期間

信
念
・

価
値
観

第
三
層

促
進
的

記
号

第
二
層

行
動
・
思
い

第
一
層

OPP

EFP
BFP4BFP2BFP1 BFP3

P-EFP
父に甘えたまま

前に進もうとは思わない
人材開発論を学ばない 課題や自己分析に取り組まない 受講を断念する 講義からリタイアする

上司から，「上司
が早く来ているので
部下が早く来るの
は当然だよね」と
言われ反発する

（SD1）

4月から母が入社。
父と社員との板
挟み，以前のよう
に愚痴が言えない

（SD4）

7回目の課題を
出せていない
ことに気付いて

いない
（SD5）

課題が
精神的に
キツイ

（SD2）

競争はし
たくない
（SD3）

知
覚
さ
れ
た

環
境
要
因

加藤先生
の授業な
ので信頼
できる

（SG2）

加藤先
生との
出会い
（SG1）

過去のセミナー経
験も大切だが新し
い知識も欲しいと
にかく試験に受か
りたい（SG7）

上司の
言葉は
自分の
為だった
（SG4）

受講内容が
好きなので，
リタイアは
したくない
（SG5）

過去の栄光，
学生時代の
キャンプ運営の

経験値
（SG3）

上司との関係修
復で母との関係
が良好になる
（SG6）

非可逆的時間
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生Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｆ，Ｈの 6人はゲスト講師の一色の助言に刺激を受け，両親との関係

を深く見直したと書いている（図表10参照）。その後，ＡとＣはその関係が良好になった

様子が考察でき，ＤとＨは，両親に依存し続けていることに気づいたと書いている（Ｂも

同様と考察できる）。また，一部の受講生（Ａ，Ｃ，Ｄ，Ｇ）は，授業期間中に両親に謝

罪などをすることで，家族関係に変化が見られた。他の受講生も授業終了後に，両親との

関係が変化し続けることが期待できる。本授業で導入したフラクタル心理学は， 6歳まで

の自分の記憶を修正していくため，自然と両親の見方や家族関係が変化することが多い。

図表10 両親との関係のふりかえりと見方，他者との関わり，本人の変化

受講
生

両親との関係の
ふりかえり

両親の見方の変化 他者との関わりの変化 本人の変化の例

A 両親との関係をふりか
えった

両親の見方が180度変化した
家族関係は良好になる
職場の人間関係も良好
になる

難しい仕事にもポジティ
ブに取り組めるように
なった

B 母との関係をふりか
えった

（母との関係をふりかえりを
通して自分の見方が変わっ
た）

（特に言及なし）
覚悟が決まった感じ
行動する

C 両親との関係をふりか
えった

両親の見方が180度変化した
家族間の関係が良好に
なる

一刻も早く父の力になり
たいと思うようになった

D 両親との関係をふりか
えった

（親へ依存し続けていること
に気づいた）

長女が変化した
先延ばしせずすぐに取り
かかる姿勢になった

E （特に言及なし） （特に言及なし） （特に言及なし）
自分のためにエネルギー
を出そうと思う

F 両親との関係をふりか
えった

（直接的な言及なし） （特に言及なし）
生き方を改めなければな
らないと実感している

G （特に言及なし）
愛を与え続けてくれたと感謝
と謝罪

兄弟からの愛情に気づ
いた

自分は大事なことに気づ
けた

H 父との関係をふりか
えった

父への依存が大きいと思う （特に言及なし）
一歩ずつ前に進んでいく
と考えている

なお，受講生Ｄ，Ｅは，自分自身の課題に取り組み，一定の成果（自身の行動変容）が

得られたものと考察できる。さらに，受講生Ｇ，Ｈ（および今回レポートを掲載していな

いＩ）は，授業で課題の提出が遅れたり，遅刻が重なったり，他人からの指摘や忠告を受

け入れられなかったことをレポートで書いている。そうした姿勢（フラクタル心理学のテ

キストに沿って分析すると，アダルト脳≒大脳新皮質の成長に課題があったといえる）が

人材開発の取り組み（講師や周囲から言われたことに素直に従えないなど）や周囲の人間

関係に反映されているものと考察する（図表11参照）。ただし，ＧとＨのレポートからは

自身の課題に気づいた様子も見られ，今現在もその開発は進んでいるものと期待する。

以上をまとめると，本年度の授業で，ゲスト講師の一色からの助言に刺激をうけて，家

族との関係をふりかえったと書いている受講生が 9人中 6人いた。具体的に家族関係が変

化した学生も 4人以上いた。また，受講生の人材開発への取り組みや成果は，受講生のそ
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の時点でのアダルト脳の発達度合いにより大きく変わることも考察できた。

注

1）TEAとは，個人の人生径路を可視化する研究法や人間の態様をオープンシステムに基づき

記述するための分析ツールである。

2）2020年度の授業では第 5回目から誘導瞑想を行ったが，2021年度は第 3回目の授業から開始

した。

3）LUNAとは，関西学院大学の学生と教員のための授業支援システム（LMS：Learning Man-

agement System）のことをいう。学生が掲示板などで課題を提出したり，自由な意見を交換

したりするなど，教授者�学習者のコミュニケーションツールとして活用した。

4）TEA図については，授業終了後からレポートの提出期限までの 1週間前後に筆者がコメン

トし，受講生が納得した点のみ TEA図の修正をした。レポートについては本人が提出したも

のを筆者が趣旨を変えない程度に修正，抜粋し，最終的に受講生に確認したうえで掲載した。
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図表11 受講生 G，Hのレポートの記述の特徴

受講
生

レポート上の記述 特徴

G
・講師や兄弟から誤りや修正の指摘を受けても直そう

としなかった
・課題の提出が遅く，遅刻を複数回していた

年長者や上司の忠告を受け入れられない

H
・上司からの指摘を受け入れられない
・課題の提出はいつもギリギリ／また遅刻してしまっ

た（第７回目の授業）

上司の忠告を受け入れられず，父の粗探しをして
しまう
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